
PPI（Patient and Public Involvement）に向けた
日本癌学会での取り組み

より基礎的ながん研究も、
がん医療の発展には欠かせない

がんの基礎研究を支援してくれる
がん研究アドボケート育成は必要

日本癌学会での取り
組みは？

日本癌学会とは？
1941（昭和16年）創立のがん研究の発展を図る
学会。日本医学会/日本医学会連合の基礎部会所属。

日本癌学会サバイバー・科学者プログラム
（JCA-SSPプログラム）の設立へ



日本癌学会
サバイバー・科学者プログラム（JCA-SSP）

（2015年にトライアルを開催）
目的：がんとの闘いを加速するために、サバイバー・患者会リーダーと科学者の

パートナーシップを作る。

https://www.aacr.org/patients-caregivers/patient-advocacy/scientist-survivor-program/ （AACR HP）より引用/改変

米国癌学会



米国癌学会（ＡＡＣＲ）では1999年に、世界中の科学者、がんサバイバーや患者支援団体のリーダーが集うが
ん研究コミュニティの構築を目指し、「科学者⇔サバイバープログラム（ＳＳＰ）」が創設された。米国癌学
会では、がん研究者とサバイバーが相互に有益な情報交換の場をつくることでパートナーシップを醸成し、が
ん研究を支援するサバイバーや患者支援団体のリーダーを育成して公共政策の重要な側面の理解を深めるなど、
国を挙げたがん研究に取り組む環境育成を進めてきました。
がん研究の現状、課題を理解し、がん研究を支援するアドボケートを育成するためのプログラムを日本で開始
するにあたり、患者支援団体の有志にモニターとして第74回日本癌学会学術総会に参加体験していただき、そ
のフィードバックから、次年度以降のSSPプログラムの拡大に繋げることを目的とする。

日本癌学会では、ＳＳＰプログラムを進めることで、がん研究の分野におけるがんサバイバー・
患者支援団体リーダーと科学者との協働を深め、がん研究の成果をより迅速にがん患者に届け、
国を挙げたがん研究の進展につながることを目指して、まずは2015年にトライアルを開催した。

目的：がんとの闘いを加速するために、サバイバー・患者会リーダーと科学者の
パートナーシップを作る。

日本癌学会
サバイバー・科学者プログラム（JCA-SSP）

（2015年にトライアルを開催）



日本癌学会
サバイバー・科学者プログラム（JCA-SSP）の変遷

SSP プログラム トライアル
（第74回日本癌学会学術総会時）

日時：2015年10月8日-10日
会場：名古屋国際会議場４号館３階

アドボケートメンター
眞島喜幸、天野慎介、桜井なおみ
サイエンティフィックメンター
野田哲生(委員長)、矢野聖二、

馬場英司、藤田直也 

トライアル

2025年
4

コロナ禍

1

天野慎介、 桜井なおみ、 眞島喜幸

米国SSP既参加者 米国SSP既参加者
（一社）全国がん患者

団体連合会
（株）キャンサー
ソリューションズ

（NPO）パンキャン
ジャパン
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日本癌学会
サバイバー・科学者プログラム（JCA-SSP）の変遷
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第76回 日本癌学会学術総会
T h e  7 6 t h  A n n u a l  M e e t i n g  o f  t h e  J a p a n e s e  C a n c e r  A s s o c i a t i o n

2017年9月28日（木）～30日（土）会 期 会 場 パシフィコ横浜
中釜 斉（国立研究開発法人国立がん研究センター 理事長）［会長］ ［URL］http://www2.convention.co.jp/jca2017/

〒100-0013  東京都千代田区霞が関1-4-2 大同生命霞が関ビル14階
TEL：03-3508-1214   FAX：03-3508-1302  E-mail：jca2017@convention.co.jp日本コンベンションサービス株式会社運営事務局国立がん研究センター研究所 〒104-0045 東京都中央区築地5-1-1学会事務局
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The 79th Annual Meeting of the Japanese Cancer Association 

http://site2.convention.co.jp/jca2020/

がんの実像を見つめて共に歩む

リーガロイヤルホテル広島／メルパルク広島／広島県立総合体育館

安井 弥 (広島大学大学院医系科学研究科 分子病理学）

会期

学術
会長

会場

事務局
運営
事務局

2020年 10月1日     ～ 3日  　 　　 木 土

第79回日本癌学会学術総会 運営事務局
日本コンベンションサービス株式会社 関西支社内
〒541-0042大阪市中央区今橋4-4-7
TEL: 06-6221-5933 （営業時間 平日9:30～17:30） FAX: 06-6221-5938　
E-mail: jca2020@convention.co.jp

広島大学大学院医系科学研究科 分子病理学
〒734-8551 広島市南区霞1-2-3

第79回日本癌学会学術総会

Confronting the solid truth of cancer and working together  

第75回
学術総会

第84回
学術総会

2016年 2025年
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↓アドボケートメンターによるオリエンテーション
↓挨拶など
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座１～２
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座３

• アドボケートメンター(3名→５名)
眞島喜幸、桜井なおみ、天野慎介

大西裕之（第４回より）、馬上祐子（第６回より）
• サイエンティフィックメンター
委員長：野田哲生（第１回～第４回）、

畠山昌則（第５回～第８回）
藤田直也（第9回～第10回）

委員：３～5名（テーマによって変動）
基礎講座講師：６～７名（最新研究の話題について）

日本癌学会SSPの開催スケジュール
１日目

２日目

３日目

↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座４～５
↓アドボケートメンターとのグループセッション
↓学術総会の聴講
↓ポスターセッション
↓名誉会員・評議員合同懇親会への参加

↓SSP基礎講座６
↓学術総会の聴講
↓グループプレゼンテーションの準備
↓学術総会の聴講
↓グループプレゼンテーション
↓修了証授与式・閉会式

第10回JCA-SSP 2025年（第84回学術総会時）講師
眞田昌先生、冨樫庸介先生、
野田哲生先生、中田光俊先生、
絹谷清剛先生、矢野聖二先生



↓アドボケートメンターによるオリエンテーション
↓挨拶など
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座１～２
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座３

日本癌学会
第10回SSPプログラム（第84回日本癌学会学術総会時）
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↓学術総会の聴講
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↓グループプレゼンテーションの準備
↓学術総会の聴講
↓グループプレゼンテーション
↓修了証授与式・閉会式

開会式ご挨拶（大島会長） 開会式ご挨拶（Dr. Foti）

参加者の皆さんと共に 会場風景



↓アドボケートメンターによるオリエンテーション
↓挨拶など
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座１～２
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座３

１日目

２日目

３日目

↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座４～５
↓アドボケートメンターとのグループセッション
↓学術総会の聴講
↓ポスターセッション
↓名誉会員・評議員合同懇親会への参加

↓SSP基礎講座６
↓学術総会の聴講
↓グループプレゼンテーションの準備
↓学術総会の聴講
↓グループプレゼンテーション
↓修了証授与式・閉会式

日本癌学会SSPの開催スケジュール

• アドボケートメンター(3名→５名)
眞島喜幸、桜井なおみ、天野慎介

大西裕之（第４回より）、馬上祐子（第６回より）
• サイエンティフィックメンター
委員長：野田哲生（第１回～第４回）、

畠山昌則（第５回～第８回）
藤田直也（第9回～第10回）

委員：３～5名（テーマによって変動）
基礎講座講師：６～７名（最新研究の話題について）



↓アドボケートメンターによるオリエンテーション
↓挨拶など
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座１～２
↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座３

１日目

２日目

３日目

↓学術総会の聴講
↓SSP基礎講座４～５
↓アドボケートメンターとのグループセッション
↓学術総会の聴講
↓ポスターセッション
↓名誉会員・評議員合同懇親会への参加

↓SSP基礎講座６
↓学術総会の聴講
↓グループプレゼンテーションの準備
↓学術総会の聴講
↓グループプレゼンテーション
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グループプレゼンテーションの準備など

グループプレゼンテーションのテーマ
・腫瘍内免疫微小環境を標的とした治療法開発 
・がんの早期発見・術後再発の早期予測に向けたがん診断技術の進展 

サイエンティフィックメンター：
眞田昌先生、冨樫庸介先生

アドボゲートメンター：
天野慎介、大西啓之、桜井なおみ、眞島喜幸、馬上祐子

日本癌学会
第10回SSPプログラム（第84回日本癌学会学術総会時）
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グループプレゼンテーション②

グループプレゼンテーション③ 修了証書を授与された皆さんと共に

グループプレゼンテーション①



日本癌学会ＳＳＰへの参加のお誘い
日本癌学会のSSPでは、
l 参加者（3日間の現地参加）と聴講者（オンライン参加者）
を毎回募集しています。

l 参加者には、交通費・宿泊費の助成、参加費無料、ランチ
無料（総会のランチョンセミナーへの参加はできません）、
全体懇親会費参加無料となっています。3日間のプログラム
参加者には修了証をお渡ししています。

l 聴講者は、SSP基礎講座とポスター発表とグループプレゼ
ンテーションの聴講は可能ですが、総会プログラムには参
加できません。

l 参加者は全体で２０名程度としており、そのために初参加
は１０名程度としております。聴講者は１０名程度となっ
ていますが、応募者多数の場合は聴講者数を拡大する方向
で考えています。

日本癌学会では、がん医療の発展に欠かせないがんの基礎研究
を支援していただけるリサーチアドボケートとして活躍くださ
る人を１人でも多く育成したいと考えておりますので、どうぞ
奮ってご参加ください。

参加者（現地参加）

聴講者（オンライン参加）


